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本⽇の流れ
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１ 恵庭市の現状と現⾏戦略
２ かしわの⼤介の提案
（15分）

３ 質疑
４ 提案・意⾒交換
（45分）



議会の役割
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・チェック
・提案
→かしわのレポートもご覧ください。
（選挙期間中は配布不可）



１ 恵庭市の現状
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⼈ ⼝：69,850⼈
（男33,963⼈・⼥35,887⼈）

世帯数：33,317⼾ （Ｈ30年12⽉末）
⾯ 積：294.65 ㎢ （Ｈ27年3⽉現在）

※札幌市の中央区、⻄区、北区、東区、
⽩⽯区、厚別区の合計とほぼ同⾯積
（約300㎢）。
近隣では、千歳市（594 ㎢ ）の約半分
で、北広島市（120 ㎢）の約2.5倍



１ 恵庭市の現状
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出所：平成29年度決算の概要
わたしのまちの財政状況

恵庭市



１ 恵庭市の現状
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出所：平成29年度決算の概要
わたしのまちの財政状況

恵庭市



１ 恵庭市の現⾏戦略
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⽴地の優位性から、⼈⼝は微増。
→住宅地、⼯業団地の開発により、
さらに⼈⼝増を



＊解決すべき課題
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⼈⼝が増えない中、
いかに⽣産性を⾼めるか

福祉・教育の充実のため
にも財源が必要



２ かしわの⼤介の提案
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①都市基盤拡⼤の抑制（将来負担の軽減）53

②産業の⽣産性向上 11

③経済の漏れ（流出）を減らす 11



２ かしわの⼤介の提案
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２ー① ⼈⼝推計（総数）
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恵庭市は道内13位→11位へ
千歳市は道内10位→7位へ



２ー① ⼈⼝推計（⽣産年齢⼈⼝）
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北海道全体でも30年間で
320万⼈から、193万⼈に減少



２ー① ⼈⼝推計（区分別）
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⽣産年齢⼈⼝は10年で3000⼈減少



２ー① 恵庭市の総所得額
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10年で15％
減少する推計

税収の減少は
避けられない



２ー① 恵庭市公共施設等総合管理計画
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図8 建築年別の建物の分布

■市⺠⽂化・社会教育・観光施設 ■学校教育施設 ■⾏政関係施設（庁舎等）
■福祉関係施設 ■市営住宅 ■上下⽔道・ごみ処理関係施設 ■その他



２ー① 恵庭市公共施設等総合管理計画
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図9 インフラの整備状況



２ー① 恵庭市公共施設等総合管理計画
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図10 公共施設の更新費⽤の年次別の推計
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２ー① 恵庭市公共施設等総合管理計画

17出所：恵庭市公共施設等総合管理計画 【更新費⽤の推計について】



２ー① 拡⼤の抑制
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コンパクトシティをうたっているものの、
宅地は拡⼤傾向であり、
インフラ（上下⽔道、道路、橋梁など）について
は⽬標設定がない

→将来の更新費⽤が⼤きいのはインフラ
ただし、削減は困難



２ー① ⽴地適正化計画の策定
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・⺠間施設の誘導
・市街地空洞化防⽌

ゆるやかにコンパクト
に向かう



（１）⽴地適正化計画の策定
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２ー① ⽴地適正化計画の策定
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・都市計画マスタープランの改定
（~2020）

まちづくりの将来像を市⺠と
共有していくことが必要



２ かしわの⼤介の提案
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２② 財務分析（収益性）
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２② 財務分析（収益性）
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２② 財務分析（収益性）
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２② 財務分析（収益性）
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２② 恵庭市の総所得額
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２② 恵庭市の農業⽣産⾼
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２② 恵庭市の製造品出荷額
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２② 恵庭市の産業構造
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２② 恵庭市の産業構造
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公務（13.7％）、製造業（18.4％）だが、
⾷料品製造業（10.7％）は⾮正規雇⽤が多いと
推測される

現在も新しい⼯業団地の開発を予定
→旧来型の⾷料品製造業では働き⼿もますます不⾜



２② 恵庭市の就業者数
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就業者は平成27年が最⼤。
しかし市内常住者は平成７年から下降。
この20年間で市外からの通勤者が2500⼈増えている。
→投資が⼗分に⽣かされていない？

（恵庭市統計書）



２② ⽣産性の向上
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働く場を増やすことよりも、
仕事の⽣産性向上が必要

・⾷と健康に特化した産学官連携の強化
恵庭の強みである農業を⽣かしながら、
付加価値を⾼められる産学官連携が必要

→ex.北海道⽂教⼤学、北海道⼤学など



２ かしわの⼤介の提案
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２③ 恵庭市の地域経済循環率
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２③ 地域経済循環率

36

地域外からの所得を得ているが、
⽀出では⺠間投資額が低く、
２割近くの消費は市外に流出



２③ 地域経済循環率（千歳市）
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２③ 地域経済循環率（北広島市）

38



２③ 地域経済循環率（江別市）
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２③ 地域経済循環率（⽯狩市）
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２③ 地域経済循環率（北海道）
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２③ 恵庭市の産業別⽣産額
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⽣産額別

⽣産額
696億円



２③ 恵庭市の移輸出⼊収⽀額
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移輸出⼊収⽀額
382億円



２③ 恵庭市の経済循環の漏れ

平成25年（2013年） 地域経済循環マップ（RESAS）

⾷品製造業 域際収⽀＝⿊字 （+38,200百万円）
⼀般機械 域際収⽀＝⾚字 （△3,200百万円）

↓
⾷品製造業が使う加⼯機械のほとんどは道外から。
このバケツの漏れを⼩さくできれば、域内循環は⾼まる。
また域内での波及効果は⼤きい。
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２③ 経済循環率向上のために

恵庭リサーチ・ビジネスパーク（恵庭市の第３セクター）
平成２３年 「⾷品と機械リエゾンオフィス」設⽴
⾷品加⼯と⾷品製造機械の仲介
（第9回⾷品と機械のつどい）

・⾷品加⼯業による機械の導⼊（新規・更新）
・⾷品機械⼯業の道内⽴地推進
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２③ 恵庭市の地域経済循環率（再掲）
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△420億円



２③ 経済循環率の向上
【期待される効果】
2013年 地域経済循環率 82.2％（漏れ率△17.8％）
仮に 87.2％（漏れ率△12.8％）＝+119億円

2013年の乗数効果＝（1/1-0.822）＝5.62倍
⽬標年次の乗数効果＝（1/1-0.872）＝7.81倍
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２ かしわの⼤介の提案（まとめ）
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①都市基盤拡⼤の抑制 →将来負担を抑える

②産業の⽣産性向上 →恵庭で⽣み出す価値を増やす

③経済の漏れ（流出）を減らす

これらによって⽣み出される財源を政策に充当



○かしわのが取り組む重点項⽬
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１ 産業・雇⽤
・産学間の連携による付加価値向上と域内の経済循環率引き上げ
・流通加⼯も含めた農産物の付加価値向上
・ベンチャー企業、NPO社会的起業などを⽣む起業家教育と
⽀援の拡充
・新たな雇⽤の創出に向けた異業種参⼊⽀援
・情報通信基盤の整備推進



○かしわのが取り組む重点項⽬
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２ 教育・⼦育て
・義務教育の少⼈数化
・奨学⾦制度の充実、教育予算の拡充と家計負担の軽減
・給⾷の地元⾷率向上
・⼦どもたちがさまざまな経験ができる遊び、学びの場の充実
・学童保育の充実・時間延⻑
・おむつ袋の⽀給年齢拡⼤



○かしわのが取り組む重点項⽬
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３ 医療・福祉
・保育、福祉分野の処遇改善
・予防医療、介護予防の取り組み強化
・広域連携による産科等医療体制の充実

４ 環境
・リサイクルの推進と適正な処理費⽤負担
・⾃然エネルギー、再⽣可能エネルギーの利⽤拡⼤と地域内循環
・原発再稼働反対



○かしわのが取り組む重点項⽬
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５ 財政
・⼈⼝減少に対応した財政基盤の確⽴
・外部評価を含めた既存事業の適切な⾒直し

６ ⾃治・議会改⾰
・多様な市⺠の声が届く市⺠参加の仕組みづくり
・市⺠の合意形成をはかる⾏政組織
・若い世代が政治に関⼼を持つきっかけづくり
・徹底した議案審議と情報公開
・複数会派による議会報告会、市⺠との対話の実施
・市⺠参加の条例づくり



３ 質疑
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４ 提案・意⾒交換
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＊ 参考資料
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＊市税の推移
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＊義務的経費構成⽐
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43.9% 47.8％ 49.4% 47.8% 42.1%

職員数

⼈⼝

消防は
⼀部事務組合



＊⼈⼝１⼈あたり負担額
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＊既存ストックの活⽤
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（２）住み替え促進と既存ストックの有効活⽤

出所：平成25年住宅・⼟地統計調査

全国で820万個、空家率13.5%

＜空家率＞
北海道 14.1%
（388,200⼾）

恵庭市 9.7％
（2,890⼾）



＊医療介護需要
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⽇本医師会 地域医療情報システム
http://jmap.jp/cities/detail/city/1231

→介護は162

→医療は115



＊今はやりの公⺠連携？

ローン返済9万円
⽔光熱費3万円の持ち家

⽔光熱費込みのマンション
15万円（警備付き）


